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幼
年
火
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
今
年
２
回
目
の
防

火
写
生
会
作
品
展
が
11

月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
、

花
の
拠
点
は
な
ふ
る
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。今
年
７
月

か
ら
９
月
の
間
に
、幼
年

火
防
ク
ラ
ブ
員
の
幼
稚

園
児
と
保
育
園
児
が
描

い
た
防
火
写
生
会
の
消

防
車
の
絵
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
催
す
る
恵
庭
市
幼

少
年
婦
人
防
火
協
議
会

で
は
、消
防
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

災
害
に
対
す
る
意
識
向

上
を
図
ろ
う
と
毎
年
写

生
会
を
実
施
。作
品
展
示

を
通
し
て
市
民
に
火
災

予
防
を
広
く
呼
び
掛
け

る
の
が
目
的
で
す
。

　
今
年
は
計
14
ク
ラ
ブ
、
５
８

１
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
展

示
は
２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。10
月
24
日
か
ら
29
日
ま

で
行
わ
れ
た
第
１
回
目
で
は
、

か
し
わ
幼
稚
園
、
第
２
か
し
わ

幼
稚
園
、
恵
み
野
幼
稚
園
、
恵

み
野
第
２
幼
稚
園
、
ひ
ま
わ
り

幼
稚
園
、
島
松
幼
稚
園
、
文
教

大
学
附
属
幼
稚
園
の
作
品
を
展

示
。
第
２
回
目
の
今
作
品
展
で

は
、
島
松
い
ち
い
保
育
園
、
あ

い
お
い
こ
ど
も
園
、
え
ほ
ん
の

森
、
さ
く
ら
保
育
園
、
恵
庭
幼

稚
園
、
ク
ラ
ー
ク
幼
稚
園
、
幼

稚
園
舎
え
る
む
の
園
児
児
童
た

ち
の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
紙
い
っ

ぱ
い
に
描
か
れ
た
消
防
車
の
絵

に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。（編

集
部　
大
谷
）

園児たちが描く消防車を展示
幼年火防クラブ防火写生会作品展

　
　
全
国
地
域
安
全
運
動（
10

月
11
日
〜
20
日
）に
合
わ
せ
て
、

千
歳
警
察
署
と
千
歳
防
犯
協
会

に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
街

頭
啓
発
が
10
月
13
日
、
千
歳
市

日
の
出
の
ス
ー
パ
ー
ア
ー
ク
ス

千
歳
店
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

買
い
物
で
来
店
す
る
高
齢
者
ら

多
く
の
市
民
に
防
犯
チ
ラ
シ
な

ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

て
、
怪
し
い
電
話
に
注
意
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
活
動
に
は
千
歳
署
員
２
人
の

ほ
か
千
歳
防
犯
協
会
メ
ン
バ
ー

ら
が
参
加
。
同
店
の
入
り
口
２

か
所
に
分
散
し
、
買
い
物
帰
り

の
高
齢
者
ら
に
特
殊
詐
欺
の
手

口
や
怪
し
い
電
話
な
ど
の
実

例
を
紹
介
し
な
が
ら
注
意
す

る
よ
う
促
し
ま
し
た
。
市
民
ら

は「
少
し
で
も
変
だ
な
と
感
じ

た
ら
、
家
族
や
警
察
に
す
ぐ
相

談
し
ま
す
」と
被
害
防
止
に
向

け
て
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し

た
。

　
道
内
で
は
、
巧
妙
な
手
口
に

よ
る
詐
欺
事
件
な
ど
が
今
な
お

勢
い
を
増
し
て
い
る
状
況
で
、

認
知
件
数
・
被
害
金
額
の
増
加

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
千
歳
署

で
は「
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
続

い
て
い
ま
す
。
怪
し
い
電
話
が

き
た
ら
警
察
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル『
♯
９
１
１
０
』を
ご
利
用

く
だ
さ
い
」と
市
民
の
被
害
防

止
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

千
歳
署
・千
歳
防
犯
協
会
が
注
意
喚
起

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
へ
街
頭
啓
発
実
施

?
こんなとき、どうする？こんなとき、どうする？

出典：北海道立消費生活センター「きらめっく」№ 139

困ったときの
　　　アドバイス

エステの運営会社が変更に…
新たな脱毛コースの契約が必要 ？

　2年前に脱毛エステの18回コースを契約した。3日
前に、予約をしてから店に行ったところ、運営会社が変
わったので、今回は無料で施術をするが、残りの3回分

を受けるためには追加料金を支払ってもらう必要があると言わ
れた。脱毛器とセットのコースで、脱毛器は半額にすると説明さ
れ、クレジットカードで10万円を決済したが、契約書面やカー
ドの利用控えをもらっていない。脱毛器は必要ないし、高額な
コースの契約に納得できないので、解約したい。

Q

　この事例のように、事業譲渡によりエ
ステの運営会社が変わり、元の契約条件
では施術が受けられなくなり、新たな契

約を求められることがあります。
　特定商取引法では、契約金額が5万円を超え、
サービス提供期間が1カ月を超えるエステ契約
について、特定継続的役務提供として規制してい
ます。事業者には、契約締結までにサービス内容
や料金等を記載した概要書面と、契約締結後は速
やかに契約書面を交付する義務があります。

　一方、消費者は契約書面を受け取ってから8日
間はクーリング・オフができます。クーリング・
オフ期間経過後も、利用済みのサービス料金と一
定額以内の違約金を支払えば中途解約が可能で
す。エステの効果を高めるために契約した脱毛器
は、関連商品として解約の対象となります。
　契約書面等が渡されていなかったため、相談者
にエステサロンのサイトで契約内容を確認して
もらったところ、エステは3回分で6万円となっ
ていましたが、脱毛器については記載されていま

せんでした。
　相談者にクーリング・オフ通知を送付しても
らい、センターから事業者に連絡をしたところ、
店舗で契約した脱毛器は解約できないとの主張
でした。脱毛エステと脱毛器をセットで勧誘して
いるので、関連商品としてクーリング・オフの対
象になるのではないかと交渉したところ、事業者
がこれを認め、後日、クレジットカードの売り上
げがキャンセルになったことを確認し、相談を終
了しました。

A

消費生活相談　困ったときは…相談専用電話へ
北海道立消費生活センター 相談専用電話  電話050-7505-0999
消費者ホットライン 電話1

い や や

88（「嫌
いや

や」泣き寝入り） ※  お住まいの市町村など最寄りの
消費生活相談窓口をご案内します。

（30代　女性）


